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要旨

森林による地球温暖化防止効果等への期待から間伐などの森林整備が喫緊の課題となっている

中で、人工林の 8割をカラマツが占める東信森林管理署においても伐採系森林整備による間伐を

推進しており、素材での販売が急速に増加しています。

このため、素材販売を円滑かっ効率的に行うことが森林整備を推進するうえで重要と考え、販

売実績の分析や事業体へのアンケート等により問題点やニーズを把握し、今後の販売方法等につ

いて検言すしました。

はじめに

千曲川源流を含む千曲川上流域は、天然のカラマツや今から 160年前の江戸末期(嘉永 3年頃)

に植栽されたと言われている日本最古のカラマツ人工林をはじめ、多くのカラマツ林を有し、カ

ラマツの郷と呼ばれています。

この千曲川上流域の国有林を管理する東信森林管理署のカラマツ人工林は、面積で 2万4千ha

(表-1)、蓄積で 31万ぱと、当署における人工林のそれぞれ8割を占め、中部森林管理局管

内のカラマツ人工林の 33%  (表-2) を占めています。

表-1 表-2

.イ言森林管理墨の人下林内訳
署別カラマツ人工林面積比率

ヒノ その他 カラマツ(8 

表-3 表-4

(千nO 伐採系森林整備による素材販売量の推移
(千ha) 

カラマツ人工林の齢級分布

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21上

齢級 14年度 15年度 17年度(予)
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齢級別では、 4齢級から 11齢級が約 8割を占め(表-3)、保育間伐を含めた間伐の適期を迎

え、間伐の計画的な実施による森林整備が喫緊の課題となっています。

しかしながら一方で カラマツは、捻れ、ヤニなどの樹種特性から、製材しただけでは柱材な

どの建築用材としての利用が難しいなど、ヒノキ・スギなど人工林の代表樹種に比べ、利用面、

価格面でも低位な状況にあります。また、近年の材価の低迷など林業を巡る厳しい情勢から人工

林全体の間伐が進まないなかでは、カラマツ人工林においては、より影響が大きいと考えられま

す。

このような状況下で、最近、森林の有する公益的機能の高度発揮や森林整備による地球温暖化

防止効果への期待が高まり、そのための森林整備が重要な課題となっています。このため、国有

林では、伐採系森林整備による間伐の推進を図る動きが強まり、当署でも立木販売に加え素材に

よる販売が増加しています。(表-4) しかしながら、材価の低迷や利用拡大が進まない中で、

カラマツ素材の販売を円滑かっ効率的に実施し、し、かに有利な販売を図るかが当署においても重

要な課題であると考え、以下の調査を行い、今後の販売方法などについて検討することとしまし

た。

1 調査事項

実際にはどのような素材が高いのかユーザーはどのような素材を求めているのか、よりスム

ーズに販売するにはどうすれば良いのかなどを把握するため、当署でのカラマツ素材の販売実績

の分析と、カラマツ素材を扱っている事業体へのアンケートを実施しました。

( 1 )販売実績

当署の素材の販売実積については、当署では 14年度からカラマツの素材販売を実施してい

ますが、 14年度、 15年度は一部山元での全幹販売も含まれていたことから、一般材につい

て全量を東信木材センターで委託販売した 16年度と 17年度について調査することにしま

した。

特に、今回は・般材の径級別また長級別の結果を分析することとします。

なお、 16・17年度の素材生産における一般材比率は、間伐が主体で、あったことから平均

で73%となっています。

(2)アンケート調査

当署がカラマツ一般材の販売を委託している東信木材センターの市売りに参加している事

業体に対し、アンケート調査を実施し、選択及び記述の併用(表-7) により回答を求めまし

た。

また、回答にあたっては、より生の声を開きたいとの考えから無記名とし、回収も郵送によ

るものとしました。

なお、主な調査事項は、次のとおりです。

①どのような径級の素材がどのような製品になるのか

②仕入時期についてはどうか

③仕入価格と自社製品価格についてどのように考えているか

④カラマツ材の需要開発についてどのように考えているのか

⑤国有林材の販売に対してはどのような希望があるのか
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2 調査結果

( 1 )販売実積

始めに、調査対象の径級別販売量は、中径材 (14c m'"'-'28 c m)が 3，484rrfで 660/0と、もっ

とも多く、次に小径材 (14c m未満)が1.780 rrfで 330/0となり 大径材 (30c m以上)につい

ては、 48rrfと1%にすぎない状況でした。

次に、径級別販売価格は、 rrf当りの単価では大径材の 1万4千円がもっとも高く、次に小径

材の 1万 1千円で、一般材全体の 7割弱を占める中径材が 9千円と一番低い結果になりました。

特に、これまで山で切り捨てられるなど一番安いと思われた小径材については、末口 6'"'-'8

cmで、4mの材がぱ当りの単価で 1万8千円の値を付けたものもありました。(表-5) 

また、長級別の価格については、中径材以上については予想されたとおり、長級が大きくな

るほど高い価格となりましたが、小径材の価格については、 1万 1千円前後と長級による価格

差は、ほとんどない結果となりました。(表-6) 

表-5

(千rrf) 径級別の平均単価と販
k寸ーnJ

4 

14 

3 12 

10 

2 8 

6 

4 

2 

。 。
小径材 中径材 大径材

表-6

(同/rrl) 長級別素材価格
16，000 

14，000 

12，000 

10，000 

8，000 

6，000 

4，000 

2，000 。
小径材 中径材 大径材

-10-



(2 )アンケート調査

始めに、径級別の需要としては、小径材は杭丸太などの土木用材としての需要が主体であり、

中径材については矢板や集成材原料として、また、大径材についは矢板もありますが、板材等

の建築用としても加工しているという結果となりました。(図-1) 

特に、中径材がヒノキ・スギと異なり建築用材としての利用はほとんどありませんでした。

カラマツ材の径級別価格と主な利用

主な用途

図-1

次に、仕入れ時期については、四半期別に見ると 10月から 12月の第3四半期に集中する結

果となり、次は第 4四半期という結果でした。このことは、加工頻度が低い状況下で利用され

ることが多いカラマツ材では、公共工事等が集中する時期に対応して供給してもらいたいこと

などが理由として考えられます。

本並積については、これまで、生産量や販売量に対応した櫨積をしていましたが、中径材以下

を極力単独の雄積としてもらいたいとの要望・意見がありました。

このことは、小径材の用途の中には利用幅が狭い物もあることから、より規格にあった径級

だけを仕入れたいとの考えから来ていると思われます。

カラマツの価格については、自社製品の販売価格が安いことから、素材価格については高い

という考えと、カラマツの材価そのものが安すぎるという意見がありました。いずれにせよカ

ラマツに対する評価の低いことが起因していると思います。

カラマツの需要拡大については、特に中・大径材の乾燥技術の開発、販路拡大等の意見があ

りましたD

最後に国有林材の販売に対する意見としては、安定的な供給と、青かび等の欠点が無い限り

は多少の曲がりでも市場まで出して欲しいというものがありましたが、当署では、これまで通

直な材を基本に一般材として市場で販売しており、東信木材センターには直材しか出していな

いことから出されたものと思います。
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3 考察

以上の調査結果をもとに、課題と検討方向として考察していました。

( 1 )課題

第一に、今後の伐採系森林整備が拡大する中で、素材生産量が増え、市場で材が過大供給と

なってしまう危険性と買い手側のニーズにあった販売になっていないことが上げられます。

また、効率的な販売をするには、材価が伸びない中でいかに生産コストを抑さえていくか、

考える必要があると思います。

第二に、カラマツは土木用材として利用されている割合が多く、多少の曲がりがあっても利

用可能であると思われることから、曲がり材等の販売方法についても考える必要があると思い

ます。

第三に、一番生産量の多い中径材についての需要が限定され、価格が低い状況であることか

ら、中径材の生産割合を落とすことができないか考える必要があると思います。

( 2)検討方向

第ーとしては、市場のニーズの把握方法としては、アンケート等を含めた定期的な調査方法

の確立です。

具体的には、製品の売れ筋状況や注文状況等を定期的に調査することとし、事業実行の中で、

注文材に答えられる生産ができる体制を作る必要があります。

また、極積については、素材の径級・長級により用途が異なり、買い手側が買いやすい量や

雄積方法は変わってくると考えられます。買い手側のニーズをさらに把握することで買いやす

い雄積をするなど、委託販売における雄積方法の検討も必要と考えます。

第二としては、曲がり等の許容範囲についての買受者のニーズの把握で、す。カラマツ材につ

いては主に土木用材としての需要が高く、多少の曲りで、あっても利用上問題ないのではないか

と思われることから、用途による、曲がりの許容範囲を押さえておく必要があると思います。

第三としては中径材の取り扱いについてで、すが、今すぐ価格が上がるとは考えにくく、今後、

高齢級間伐等において定性間伐を実施する山では選木方法を、中庸な木で素性がよく将来大径

木としての期待が高い木を残すように選木すれば中径材の生産量は比較的抑えられ、森林整備

としても有効ではないかと思われることから、現地において従来の方法とこの方法での中径材

の生産量について調査をしたいと考えています。

4 おわりに

カラマツ材の利用推進については、これまでも乾燥技術や需要開発をはじめとして様々な分野

での取り組みがなされていますが、依然としてヒノキ・スギに比べ利用面、価格面で低位な状況

にあります。カラマツ人工林の適切な整備を図るためにも、需要開発や需要動向に応じた山元か

らエンドユーザーまでの流れの中で、いかにそれぞれの分野で工夫を図っていくかが重要で、ある

と考えています。今回は結論を出すまでには至っていませんが 販売結果の分析やユーザーのニ

ーズの把握など今後とも問題意識持ち、検討方向を踏まえ対応していきたいと考えています。

参考資料長野県林務部『長野県の木材価格』

協力者:長野県森林組合連合会東信木材センタ一所長・長野県東信木材センター市売参加者
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表-7 アンケート調査様式

カラマツ材の需要調査にっし、て

1. 貴社の年間の素材取り扱い量を教えて下さい。

(1) 総耳扱量を記入して下さしL 3m 

(2) 樹種別の内訳を記入して下さしL

カラマツ( ) ni アカマツ(

その他針葉謝( ) ni 広葉樹(

)ni ヒノキ(

)ni 外材(

)ni スギ(

)ni 

3m 

2. 主にどのような用途の材を取り扱っています古、

(1) 該当する項目をi車夫して下さしL

ア士ホ資材 イ建築用材 ウ土ホ資・建築用材 エその他

(2) カラマツ材で生産されている主な製品で、どのようか働ト長さの剰がどのような製品(具榊切こ)になりますっ九

また、素材として年間どれくらいの量が消費さ九伊拝の受注から希望としてどれくらいの量が必要ですれ

径級¥長さ 2m 3m 4m  5m 

(伊tJ)7・3ω、角点
杭丸太( 5∞rr司 杭丸太( 1∞ m~ 土留用横木(目的ゆ

一一一一一一一一一一一 一ー一一ー一一一一一一一一一
希望量 5∞ni 希望量 3∞d 希望量 2∞d 希望量 1∞ni 

7-13ω、丸太)
rr司 m~ m~ rr司

一一一一一一一一一一一一
希望量 ni 希望量 ni 希望量 ni 希望量 ni 

7-13かj、角点
rr力 rr司 m~ m~ 

一一一一一一一一一一一一一
希望量 立f 希望量 ni 希望量 ni 希望量 ni 

7-13ω、角式)
rr司 m~ rr号 m~ 

一一一一一一一一
希望量 ni 希望量 ni 希望量 ni 希望量 ni 

14-28 (中丸品3
m~ rr司 m~ rr司

希望量 ni 希望量 ロf 希望量 rrf 希望量 rrf 

14-28 (中丸掲
rr古 m~ rr司 rr奇

一一一一一一一一一一ー
希望量 ni 希望量 ni 希望量 町f 希望量 ni 

14-28 (中芦tj;j
rr司 m~ rr力 m~ 

一一一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一
希望量 ni 希望量 口f 希望量 rrf 希望量 rrf 

30以上伏先お
I由 rr号 rr司 rr司

一一一一一 一 一一一一一一一一一
希望量 ni 希望量 ni 希望量 rrf 希望量 rrf 

30以上伏先お
rr色 m~ rr力 rr司

ー一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一
希望量 ni 希望量 ni 希望量 rrf 希望量 ni 

30以上0dL対
(ゆ ( rr司 ( m~ ( m~ 

一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一
希望量 ni 希望量 立f 希望量 ni 希望量 ni 
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3. カラマツ素材の仕入れについて

(1) 仕入れ先を教えて下さしも

①材積でσコ害!恰を記入して下さし冶

ア.東信センター(民有羽材) ( %) イ.東信センター個有利治( %) ウその他市売り( %) 

エ.自担当:産包有材喧オミ等含む-) ( %) オ.個人取引( %) カ.その他( ) ( %) 

(2)仕入れ士峨を教えて下さしも

①材積での害!恰を教えて下さしも

ア.東信( %) イ.北信( %) ウ.中信( %) エ.南信( %) オ.その他( %) 

②東信地域以外から仕入れてしも場合に同理由を教えて下さしも

(3)仕入れE場開こついていつ頃がよろしいですれ

①いつですれ(複劉E伊 D

ア. 4""6月イ.7""'-'9月ウ.10""12月

②特に仕入れが多い四半期がありましたら教えて下さい。

③仕入れ希望時期については何かありますれ

4.雄の大きさは何mでがよろしし、ですれ

エ. 1""3月

(1)署では東信センターで費笥反売をしていますが、植の大きさはどれくらいがよろしいです功、

(ゆ

①なぜその量を希望されますれ

(2)櫨積の内訳について径級に幅がある込み雄と径級ごとの単雄等、分け方には色々あると思われますが、どの

ような槌積がよろしいですづ九込み雄の場合に出働長ごとに具体的に末瀬いします。
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5.カラマツ製品の販費調について

(1 )以下の地域〈販売する量の害!恰を記入して下さい。

ア.県内( %) イ.関東圏( %) ウ.関西圏( %) エ.中京圏( %) オ.その他( %) 

6.カラマツの需要について

(1 )市売りで、の素材価格についてどう思われます官、

(2) 自桜町口の販売価絡についてどう思われますれ

(3)小丸対中・対はより高い酬駒にあり、この慨をどう思われま帆また、その開削可だと思われ

ます功、

(4)カラマツの需要拡大に向けて貴社は{可かお考えでしょうi>"a

7.国有林材の販売等に対して希望号敬善して欲しい点はありますっむも

※ ご多忙の中、ご協力いただきありがとうございました。今後ともよろしくあ瀬いしますユ
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